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RBS 1期生として。
特任教授として。

RBSl期生である析谷先生。

RBSで得た事。実務の世界で感じた事。

そしてこれからのRBSに望む姿を伺いました。

一一耕谷先生の自己紹介とご経歴を教えてください。

1989年、平成元年に立教大学経済学部経済学科

を卒業しました。在学中は体育会ラグビ一部に所属し

て、部活漬けの毎日でした。大学を卒業して商社に

勤めました。1993年から 1998年まではロンドンに

駐在。 1998年に日本に戻ってきたところ、勤めてい

た会社が倒産。そこで古河電気工業株式会社に入

社しました。キャリアが海外のビジネスで一貫してい

ることもあり、現在はグローパルマーケテイングセールス

部門のグループマーケテイング統括部で、統括部長を

しています。

一一耕谷先生は RBSの1期生と伺っています。

2002年4月にRBSが開設され 1期生として入

学しました。当時は全員が日本人でした。修士論

文は並木先生が指導教官でした。研究を続けてい

くうちに研究が面白くなってきまして。後期課程へ

の進学を考えて、 l年かけて修士論文を書き直した

ので、 RBSには3年通いました。当時は DBAが無

かったので、2005年4月に経済学研究科経済学

専攻に進学。2008年3月に修了してPh.D(経営学)

の学位を取得しました。後期課程在学中は亀川先生

にご指導を仰ぎました。
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一一 RBSに1期生として入学された背景を教えて

ください。

古河電気工業株式会社は、理系だと、ほとんどの

方がマスターかドクターです。その様な環境において

自分の居場所を作っていく時に、自分に足りないもの

は何かを考えたのです。文系で生きていこうと思った

時に、自分を助けてくれるもの、ビジネスの知識は必

要だと感じました。そのタイミングで母校である立教

大学が RBSを開設すると聞きました。 1期生という

のも面白そうだなと思い受験しました。ロンドンピジ

ネススクール (LBS)に留学している友人が多かった

ので、海外のピジネススクールも考えはしましたが、

転職して4年も経っていないのに、退職して海外留

学は出来ないなと。そこで圏内であるなら母校である

立教にしようと。体育会に所属していたので、母校

愛も強いんですよ。

一一ラグビーから学びへ。大きくシフトされていますね。

海外駐在経験が非常に大きかったと思います。海

外の人は自分に足りない知識やスキルを、自分の努

力で得ょうとしますよね。海外のビジネススクール

は、その様な人たちが集まっていると思います。総合

的・総花的に知識を増やすよりは、自分に足りない

知識を学ぶ意識が強いのではないでしょうか。どち

らかと言えば周りに Off-JT的な考え方の人が多かっ

たので、知識はいつでも努力すれば得られると思っ

ていました。徐々に働いていく中で考え方が変わっ

ていったのだと思います。

もし、ずっと日本にいたとしたら、 Oneof Them 

ではないですが、その会社の文化に流されていた

のではないでしょうか。古河電気工業株式会社は

歴史がある分、会社としても従業員の方々も真面目。

私の周りにも海外で MBAを取得された方がいらっ

しゃいます。その様な環境の中で勉強するというよ

りも、知識を得る事に関してはずっと貧欲になって

いきましたね。

一一 RBSではグローバル経営戦略の講義を受け

持たれていますが、実務家教員としてグローバルな

ビジネス環境におかれた人材に求められる知識、

スキル、マインドはどの様なものとお考えでしょうか。

グローパル化というと日本国内とか海外とか英

語とか、そうやって皆さん分ける傾向があるけれど、
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実はグローバルと囲内って全く一緒なんです。グロー

パル経営、国際経営という学問領域で特殊な理

論ってほとんどない。既存の経営学の理論で説明

がつきます。グローパル市場と言えば、当然日本も

含まれます。自分の実体験からも世界中どこへでも、

常にパフォーマンスを最大限に発揮できる様な人材

が増えて良いと思います。しかし、大切な事は自分が

持っているスキルや能力を、いつでもどこでも最大限

に発揮できる状態に、常に自分を置いておくこと。それ

が、グローパル時代のビジネスパーソンとして、一番

大切であると考えていますし、講義もその考えに

沿った内容にしています。

一一 RBSの学生へのメッセージをお願いします。

RBSって留学生の比率が非常に高いですよね。

私のクラスも50人や70人の履修生の中で半分以上、

7割・ 8割が留学生です。だからこそRBSにはもっと

留学生を支援するインフラがあっても良いと思うん

です。もっと留学生をサポートする体制整備が必要

ですね。また留学生自身も日本人と一緒でもっと講

義を活用して欲しい。それがゆくゆくはRBSのレピュ

テーションに繋がると思います。だからこそ、留学生

にはもっと頑張って欲しいと思います。

あと、日本人と留学生の交流の機会をもっと増やし

て欲しい。これは学生だから出来る事です。シミュ

レーションのチーム以外にも、選抜チームでコンペを

行うとか色々と交流して勉強する場は作れるはずな

んです。

BD研やBizComが仕組みを考えても良いと思い

ます。BizComの記事も留学生向けや情報発信の

記事が無い様に思います。どちらかと言えば、イン

プットしたものの紹介に留まっていますよね。その点

も工夫次第で変えていけると思います。

RBSはグローパルの縮図ですよね。RBSで日本人

と留学生が打ち解けられなかったら、どうやって

グローパル化を進めていくのか。仕事とは違う学生と

いう交流できる環境で、打ち解けられなかったら、

グローパル人材とは言えないですよね。RBSに求め

るだけではなく、学生の皆さんの工夫次第で可能性

を広げて欲しいと考えています。その点からも BD研

やBizComは日本人と留学生で一緒に行う事が効果

的ですよね。何よりもプラグマテイカルでプラテイカル

だと思います。
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